
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                        

 

みんなで学ぼう！

自分のキャンバスに

    自分の夢（リーブ

 
  

自立訓練事業（２年年限）

                                      2017 年

みんなで学ぼう！ 

みんなで語ろう！ 

自分のキャンバスに 

自分の夢（リーブ）を描こう！！ 

自立訓練事業（２年年限） 

年 4 月 OPEN 



 
                                    

 
 

 
「友達と一緒に更に学

で東大阪にも障害のある青年の「学びの場」を作ろうと進めてきま

した。障害があるがゆえに、

ても限られています。

 
 ◎ 社会に出る前にもっと学

 ◎ 仲間とともに青春を楽し

 ◎ いろいろなことにチャレンジしたい

 ◎ 働くことへの夢をはぐくみたい

 

 

 

 

 

◎ 1 年生 10 名／2

◎ 送迎はありません。

◎ 給食があります。週に１回調理実習でおひるごはんを作ります。

たまには外食もします。

◎ 対象年齢は 18～

リーブキャンパスひびき

リーブキャンパスひびきあれこれ

                               

学ばせたい」と願う障害児の家族と福祉会が共同

で東大阪にも障害のある青年の「学びの場」を作ろうと進めてきま

障害があるがゆえに、18 歳で学校を卒業した後の選択肢がと

す。 

社会に出る前にもっと学びたい 

仲間とともに青春を楽しみたい 

いろいろなことにチャレンジしたい 

働くことへの夢をはぐくみたい 

2 年生 10 名 （定員 20 名） 

送迎はありません。電車、自転車、徒歩などで来てください。

給食があります。週に１回調理実習でおひるごはんを作ります。

たまには外食もします。 

～20 才代前半くらいまで。 

ーブキャンパスひびきって!? 

ーブキャンパスひびきあれこれ… 

                                

」と願う障害児の家族と福祉会が共同 
で東大阪にも障害のある青年の「学びの場」を作ろうと進めてきま 

歳で学校を卒業した後の選択肢がと 

  

電車、自転車、徒歩などで来てください。 

給食があります。週に１回調理実習でおひるごはんを作ります。 

 



 
                                     

      
リーブキャンバスに来たら…

     友達といっしょに
     自分で考えることを大切に
     夢をはぐくみ、学んで話合い
     楽しいことをたくさんしよう
     自分の好きなこと、自分自身を探していこう
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
プログラム一例

 

月 生活学習

火 自主ゼミ

水 調理実習

木 経済社会

金 美術・創作

土 第１・３・５週のみクラブ活動

日 お休み 

 

利用者の要望も取り入れながら、多様なプログラムを検討していきます。

みんなで話し合って決めることを大切にします。

カリキュラムは色々と

                                    

リーブキャンバスに来たら…     
友達といっしょに 
自分で考えることを大切に 
夢をはぐくみ、学んで話合い 
楽しいことをたくさんしよう!! 
自分の好きなこと、自分自身を探していこう

一例 

午前 午後 

生活学習 健康・身体 

自主ゼミ 経済社会 

調理実習 調理実習 

経済社会 スポーツ・体育 

美術・創作 自治活動 

第１・３・５週のみクラブ活動 

 

利用者の要望も取り入れながら、多様なプログラムを検討していきます。

みんなで話し合って決めることを大切にします。 

と変更することもあります。 

                                      

自分の好きなこと、自分自身を探していこう!! 

 

利用者の要望も取り入れながら、多様なプログラムを検討していきます。 



 
                                    

 
 
 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地図 

リーブキャンパスひびき

   当事者 

高校を卒業してすぐに

く自信はありません

もっと色んな経験

て、仲間づくりもうまく

なってから働きたい

周囲の助けを必要とする人達

そんな願いをひびき福祉会

り開いてこられた同会が、

スひびき”。ひびきさんならではのアットホームできめの

で、子どもたちは仲間づくりや

につけていくことと思います

未来に大きな可能性と夢を

しみにしています。 

 

                               

                    

 

ーブキャンパスひびきに期待します！ 

してすぐに働

はありません。 

経験をし

づくりもうまく

きたい。 

元教員

障害のある生徒にとって高校生活

う間に過ぎてしまいます。

に入れた仲間たちと、楽しい

作っていこうとした矢先に

います。いつも                    

思うのは「あと２年あれば

障害があったとしても仲間

大切で、それは社会に出る

きたいことです。その仲間

れから立ち向かう社会も乗

ではないでしょうか。                           

専攻科が各地で広まること

当事者家族 

人達にも、高校卒業後にさらに学べる環境があれば

福祉会さんが実現してくれました。これまで東大阪で

、その豊富なノウハウを活かして新設される“リーブキャンパ

ひびきさんならではのアットホームできめの細かい支援にあふれた

づくりや自分たちで考えて行動する力など、多くの

います。 

を繋いでくれるリーブキャンパスひびき、４月のスタートを

＜開所予定地＞  
東大阪市長栄寺 10-２ 
近鉄「河内永和」／JR 東線「

どちらも徒歩７分 
＜連絡先＞ 
東大阪市高井田中 1‐8‐14 
℡ 06‐6618‐1147 
ハイワークひびき内（担当）

                                

元教員 

高校生活はあっとい

。やっとの思いで手

しい経験をたくさん

に卒業となってしま

                    

あれば…」ということ。

仲間と共に学ぶことは

る前に築き上げてお

仲間がいるからこそこ

乗り越えていけるの

                           

まることを願っています。 

があれば…  

で福祉の道を切

リーブキャンパ

にあふれた学び舎

くの大切な事を身

のスタートを楽

「JR 河内永和」駅 

 

）中井  


